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二重蛍光を利用した3-デアザプリン誘導体を含む蛍光DNAプローブ表 題

遺伝子診断試薬、DNAチップ適用製品

プローブ周辺の粘度に応じて分子構造を変化させ、分子のねじれに応じた発光波長

を示す二重蛍光性３-デアザプリンヌクレオシド誘導体を合成し、これらを含む新規蛍光

DNAプローブを開発した。これらを用いることで、新たな遺伝子診断試薬や新しいメカニ

ズムで遺伝子を検出するDNAチップを開発することを目的としている。

目 的

本発明の蛍光DNAプローブに用いる３-デアザプリンヌクレオシド誘導体は、周辺の粘
度の違いにより蛍光発光波長が大きく変化する（色の変化が見られる）二重蛍光性化合
物である。

これを用いることで、細胞内等における局所的な粘度の違いを発光色の変化により検
出する試薬への応用が期待できる。例えば、オリゴヌクレオチド鎖に導入することで、
RNAiなどの細胞内における局在環境の粘度に関する情報をモニタリングすることも可能
になると考えられる。さらにこの手法を発展させることも可能である。例えばタンパク質や
核酸などの生体高分子と蛍光プローブを相互作用させ、それに伴って生じる立体障害
により蛍光核酸分子内の色素部位の回転を抑制させ、高粘度の場合と同様の分子回転
を抑制する環境を作り出すことにより、タンパク質とオリゴヌクレオチド鎖の相互作用や、
それを利用したSNPsタイピングも可能になると考えられる。
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